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生放送でも即座に特定 

～追加型特徴ＤＢによるリアルタイムメディア探索技術～ 

マイクやカメラで取得した音や映
像の断片を、あらかじめ登録した
コンテンツと高速に照合すること
で、それが何であるかを特定する
技術です。照合には音や映像から
抽出した特徴データを用いるため、
コンテンツ自体に情報を埋め込ん
でおく必要はありません。 

これまでは、事前に準備されたコ
ンテンツを番組や楽曲等の単位で
データベースに登録していました
が、追加型特徴ＤＢにより、生放
送やライブコンテンツでもその場
で登録・探索ができるようになり
ました。また、探索機能の一部を
端末上に搭載し、ユーザ数の増加
にも対応可能になりました。 

テレビを見ながら隣にスマート
フォンを置いておくと、番組やＣ
Ｍの音に反応して自動的に関連す
る情報が提示されたり、関連サイ
トに誘導されるなど、放送とイン
ターネットとを連携させた、タイ
ムリーな情報を提供するサービス
に応用できます。 
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探索サーバ 

スペクトログラム 

特徴データ 

(1) 音声・映像をキャプチャ 

(3) 探索結果 

音声信号特徴化のイメージ 

周波数 

時間 

視聴者 

メディア探索サーバ 

・・・ 

・・・ 

帯域1 

帯域2 

帯域3 

ベクトル 
量子化 

特徴化サーバ 

特徴 
データベース 

(2) 音声・映像を 
特徴化してサーバに問い合せ 

音声 映像 

(4) 番組詳細情報、 
ショッピングサイト、 
ＳＮＳ等の関連情報を表示 

受信した放送音声を 
即座に特徴化して 
データベースに投入 
 

探索機能の一部を端末
上に搭載することにより、
サーバ負荷を大幅に削
減。多数ユーザ（数万
～数十万を想定）にも
対応可能に 
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